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【概要】 
この研究は、日本の企業（製薬会社 4 社）で勤務する従業員の疾病または症状別の医療費

および薬剤費、アブセンティズム（出勤しているにも関わらず、心身の健康上の問題によ

り仕事の生産性が低下している状態）、プレゼンティズム（心身の体調不良が原因で遅刻

や早退、欠勤や休職など業務自体が行えない状態）の詳細なコストの内訳を調査すること

を目的とした。研究デザインは横断研究で、最終的に 12,350 人（男性 9,224 人、女性

3,126 人）が解析対象であった。医療費・薬剤費は 2014 年度の健康保険組合のレセプトか

ら取得し、アブセンティズム・プレゼンティズムは自己記入式質問票により評価した。1
人あたりの年間健康関連コストのうち、プレゼンティズムは 3,055 ドル（約 332,995
円）、アブセンティズムは 520 ドル（約 56,680 円）、医療費・薬剤費は 1,165 ドル（約

116,085 円）であった。また、年間のプレゼンティズムによる労働生産性低下の症状とし

て順に、頚部痛・肩こり、不眠、腰痛、眼の症状（ドライアイ・緑内障）、抑うつが挙げ

られた。また、国際疾病分類（ICD10）でカテゴライズすると健康関連総コストの上位 2
位はメンタルヘルスおよび筋骨格系疾患であった。プレゼンティズムによるコストは医療

費・薬剤費の約 3 倍に相当し、企業にとって非常に大きな負担であることが示唆された。 
 
【解説】 
 医療費や薬剤費の増大は大きな社会問題で、そのコストを抑えるには中年層である就労

世代への予防介入が重要である。これまでの報告では、アブセンティズムやプレゼンティ

ズムによる経済負担は医療費や薬剤費よりも遙かに大きいことが示され 1,2)、その対策が急



がれる。国内の報告では、アブセンティズムやプレゼンティズムによる経済的損失につい

ての報告はあるが 3)、医療費や薬剤費のデータを含めて検討した報告はなく、日本企業の

疾患や症状の詳細なコストを試算した貴重な論文である。論文の結果では、プレゼンティ

ズムによる経済的損失を引き起こす症状の上位に、頚部痛・肩こり、腰痛などの筋骨格系

疾患やメンタルヘルスが示されており、これらへの対策に理学療法士が貢献しうる可能性

を秘めている。過労死や労働災害、健康保険組合の赤字補填の企業負担などの問題が顕在

化した 2009 年頃から、大企業を中心に「健康経営」（従業員の健康管理を経営課題として

捉え、その実践により従業員の健康増進と会社の生産性向上を目指す経営手法）の取り組

みが増している 4)。「健康経営」の効果として、プレゼンティズム、アブセンティズムの改

善や企業の医療費負担軽減、企業イメージアップが考えられる。従業員の健康増進には、

食生活や飲酒、喫煙、ストレスと並んで運動は必要不可欠な要素であり、企業において産

業理学療法を展開する糸口になるかもしれない。 
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